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1．目的

　近年、行動 コ ン サ ル テーシ ョ ン に基 づ い て の 学校 ・
家庭

支 援 が 広 く実施 され 始 め て きた （加 藤 ・大石，2004）。
　本研究で は 知的障害 生 徒 1名 に 対 し て 、家庭 で の 朝 の 準

備行動の 自発 にっ い て 、コ ン サ ル テー
シ ョ ン に 基 づ い た親

支援プ ロ グ ラム に よ り介入するこ とを目的 と した。
皿．方法

1 ．対 象 　本 研 究 開始 時 の 生 活 年齢 16 歳 9 ケ 月 で あ っ た

知的障害 の ある男子生徒 ユ名を対象 とした。養護学校高等

部に 在籍 してお り、有意味な発 語 は な く、言 語 指示 の 理解
は比 較的良好で あ っ た。
2 ，コ ン サ ル テ

ー
シ ョ ン 手 続 き　介入 は 原 則 家庭 で 母 親 が

行い 、結果 を支援者 が 作成 した チ ェ ッ ク リス トに記 録す る

こ とを依頼 し た。結果 は その 後、週 1 回の A 大学 の 教育相

談場 面 へ 母 親 に 持 参 し て も らい、支援者 が フ ィ
ードバ ッ ク

を提 示 し介入 の 改 善 ・修 正 を行 っ た。なお 、1 週 間 の 記 録

日数 につ い て は無理 な い 日数を行 えばい い と し、特 に指定

は しなか っ た。
1 ） 問題 の 同定　母親 と対 象者 の 目標 設 定に 関 して 話 し合

っ た 。そ の 結果、対象者が 高校生 と年齢 が 高い こ と、家庭

で の 自発 的行動 が 不 足 して い た こ となどか ら、日常生 活 ス

キル の 自発 的遂 行 を標 的 と した。

　次 に 、対象者 の 1 週 間の ス ケ ジ ュ
・一

ル 調 査 と して 生 態 学

的 ア セ ス メ ン トを母親 に 依 頼 し た。明 らか に な っ た 1 週 間

の 活 動 を、対 象者 が 自発 的に行 う活 動、指 示 が ある と行 う

活動 に 分類 し、標 的 揚面 につ い て 母 親 と話 し合 っ た 。 以 上

の 調 査 お よ び 家族 の 介入 実 行 可 能 性 か ら、朝の 準 備 行 動 の

自発 的遂行 を標 的 と した。また、対 象者 の 好み に 関 し て 母

親 に イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。

2）問題 の 分析 ： べ 一
ス ライ ン 　準備行動を課題分析 した

各 単位 行 動 で 、10秒 待 っ て も 自発 し なけれ ば言語 指示 を行

い 、それ で も遂行 で きな ければ 直接援助 を 行 うこ と と した 。

以上 の 条件 で 1 週間の 記録収集後、記録結果 に 関 して 母親

へ の イ ン タ ビ ュ
ーに よ る分析 を行 っ た 。 そ の 結果 、先行条

件 と し て 、母親 へ の 言語 指 示 が あれ ば各 単 位行 動 の 遂 行 は

ほ ぼ可 能で あ り、居間で テ レ ビ を見て い る と始発 が 困難 と

の こ とだ っ た。ま た、準 備 行 動完 遂後 に特 に強化 子 は設定

正

反
応
畢

屍
廿

され て なか っ た。
3 ）介入 の 実施 ：写真ス ケ ジ ュ

ール ・結 果 操作条件　全 課

題 提 示 法 に よ り介入 を行 っ た 。 各単位行動を記述 した写真

カードを導入 した。行動 の 始発 時に は母親が 1 番最初 の カ
ー

ドを指差 して 「こ れ を して くだ さい llと教示 した。カー

ドに示 され た 行 動 を行 うこ とが で きた ら、次の カー
ドを参

照するよ うに促 した。誤反応
・
無反応 には べ 一

ス ライ ン と同

様 の プ ロ ン プ ト手 続 き を行 っ た 。 ま た 、 準備行動 を完遂 し

た ら、対 象者が 好 きな DVD を見 て も よ い こ と と し た。
　以上 を介入手続き と して 、介入導入 時 に母親 に書 面 を用

い て 教示 し、ス ケ ジ ュ
ール の 使用方法 に 関 して は相談 場 面

で モ デル を提 示 した。
4 ）写 真 ス ケ ジ ュ

ー
ル 撤 去 条 件　写 真 ス ケ ジ ュ

ー
ル を撤去

し た条件 で 行 っ た。
5 ） フ ォ ロ ーア ッ プ　介入 終了か ら約 2 ヵ 月後の データ を

収 集 した。
皿．結果

　Fig　1 に 朝の 準備行動 の 正 反応率を示 し た。デ
ー

タ収集

方法は、母 親 に各単位行動 を 自発 的遂行 ・言 語 指示 ・直接

援助 （ガ イダン ス ） の い ずれ か で チ ェ ッ ク リス トに 記録 し

て もらい 、その 結果 か らの もの で ある。
　 べ 一

ス ライ ン の 正 反 応率は 低率だっ た。写真ス ケ ジ ュ
ー

ル
・結 果 操 作条 件 で 正 反 応 率 が 上 昇 し、夏休 みや 休 日には 低

下 し た が、そ れ 以外 は 比 較的安定 し た 正 反 応 率 を示 した 。
ス ケ ジ ュ

ー
ル 撤 去 条件 で は わず か に 下 降が見られた が、再

び 導入 する と高い 正 反 応を示 す こ とが で きた。また、フ ォ

ロ
ー

ア ッ プ で も正 反応 率 に維 持 が 見 られ た。
IV．考察

　本研 究の 結果 か ら、コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン か ら導き出され

た 写 真ス ケ ジ ュ
ール と結果操作に よ る朝 の 準備行 動 へ の 介

入 は 有効で あ っ た こ とが 示 され た。母親 の チ ェ ッ ク リス ト

に基づ い て 対 象者の 行動 を分析す る こ とで 、適切な プ ロ グ

ラム を作成す る こ とが で きた と考 え られ る。
V ．引用文献

加藤・大石 （2004）特別 支援教育を支 え る行動 コ ン サ ル テ

　ー
シ ョ ン 　連鐫 と協働 を実現 す るた め の シ ス テ ム と技法．

　学苑社

　 　 　 べ
一

ス ライン 　 　 写 真 ス ケ ジ ュ
ー

ル
・
結 果 操 作 条 件　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ケ ジ ；

一
ル 撤去 条件 　写 真 ス ケ ジ ：L一ル

・
鯖 果 操 作 乗 件

100

：：

；：

：：

；：
1

：

〆’揮 鋸 A 吊 艀 州 評 照 謹 ’蹴 躍 瞳 ・
1
、

φ
・醜

虐
瀞 電 試 調

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Figt ．朝 の 準備行 動 正 反 応 準 の 推 移

フ t ロ ーア ツ プ

日 付

一9ユ
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


